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＜教育目的＞
保育者として必要な基礎知識、技能を学ぶと同時に、職業人としての人格向上を目指し、すべての人に対して
あたたかな心と優しさを持ち、ともに育ちあうことを大切にする人間性豊かな保育者・支援者の育成を目的とする。

＜教育目標＞
１．［多様な専門性を身につけた保育者の養成］
   社会や地域、時代のニーズにあった知識・技術を習得するための教育を実施する。
２．［人を育てる人・支援する人として社会性を持った保育者の養成］
   他と協調できる良好な人間関係の構築を目指したコミュニケーション能力の育成を目指すと同時に、
社会人としての人間形成に努める。
３．［心豊かに表現し主体的で行動力のある保育者の養成］
   様々な活動体験・表現活動を通して、多様な価値観や豊富な生活力を育む。

＜学習成果＞
１．保育の内容・方法を理解し、子どもの実態に応じた保育方法を探究できる。
２．子どもの理解に基づいてコミュニケーションをとることができ、主体的行動がとれる。
３．豊かな表現力を持って、子どもの理解と支援ができる。
４．保育教諭としての資質を身につけ、専門職として地域に貢献できる。

＜卒業認定・学位授与の方針＞
学則に基づき、修業年限以上在籍し所定の単位数を修得するとともに、以下の素養を身につけた学生に対して短期大学士
の称号を授与します。
１．保育の内容や方法を習得すると同時に、様々な子どもに対応できる人間性を獲得する。
２．子どもの実態を理解し、豊かな表現力・コミュニケーションによって、主体的・積極的に子どもの活動を支援できる。
３．地域からの要望や地域の活動に貢献する奉仕の精神を持ち、総合的な人間力や保育者としての資質の向上を継続的に図
ることができる。

［講義概要］
授 業
（１） 授業はすべて教育課程に基づいて実施する。
（２） 授業は集中講義及び休業日に実施する科目を除き、すべて時間割に従って実施する。
（３） 時間割は教育課程に基づき、学期毎に編成する。
（４） 時間割や教室の変更は教務の承認を得なければならない。
（５） 各講義の開講は次のとおりとする。

こども学科



前期 後期 前期 後期

人 間 学 Ⅰ E101 4 1 2 講義 2 2 ◎ ◎

人 間 学 Ⅱ E102 4 1 2 講義 2 2 △ ○

こ こ ろ の 科 学 E103 1 1 2 講義 2 2 △ ◎

日 本 国 憲 法 E104 4 1 2 講義 2 2 △ ◎ ○

障 害 者 福 祉 論 E105 4 3 2 講義 2 2 △ ○ ◎

現 代 地 域 学 論 E106 4 3 2 講義 2 △

情 報 処 理 演 習 E107 4 2 2 演習 2 2 △ ◎ ○

英 語 E201 2 1・2 2 演習 2 2 △ ◎

英 会 話 E202 2 2 2 演習 2 2 △ ◎ ○

健 康 科 学 論 E301 1・2
3・4 1 1 講義 1 1 △ ◎ ◎

健 康 と ス ポ ー ツ E302 1・2
3・4 2 1 実習 3 3 △ ◎ ◎

総 合 教 養 演 習 E401 4 3 1 演習 △

幼 児 音 楽 S301 1・3 1・2 2 演習 2 2 ◎ ◎ ◎

保 育 音 楽 S302 1・3 1・2 1 演習 2 2 ○ ◎

音 楽 表 現 演 習 Ⅰ S303 1・3 1・2 1 演習 2 2 ◎ ◎

音 楽 表 現 演 習 Ⅱ S304 1・3 1・2 1 演習 2 2 ○ ◎

音 楽 実 践 S305 3 2 1 演習 2 2 ○ ◎

幼 児 美 術 S306 1・3 2 2 演習 2 2 ◎ ◎ ◎

保 育 造 形 S307 1・3 2 1 演習 2 2 ○ ◎

幼 児 体 育 S308 1・2
3・4 2 2 演習 2 2 ◎ ◎ ◎

保 育 体 育 S309 1・2
3・4 2 1 演習 2 2 ○ ◎

基 礎 国 語 S101 2 2 2 講義 2 2 ○ ◎ ◎

児 童 文 化 Ⅰ S102 1 1・2 ● 2 講義 2 2 ◎ ◎

社 会 福 祉 S103 4 3 2 講義 2 2 ○ ◎ ◎

保 育 の 心 理 学 S201 1・2 1 2 講義 2 2 ○ ◎

子ども家庭支援の心理学 S202 1・4 1 2 講義 2 2 ○ ◎

子 育 て 支 援 S203 4 3 1 演習 2 2 ○ ◎

子 ど も 家 庭 福 祉 S204 1 1 2 講義 2 2 ◎ ◎

子 ど も 家 庭 支 援 論 S205 1・4 3 2 講義 2 2 ○ ◎

保 育 原 理 S104 1・4 1 2 講義 2 2 ◎ ◎ ◎

保 育 原 理 Ⅱ S105 1・4 1 2 講義 2 2 ○ ◎

社 会 的 養 護 Ⅰ S106 1・4 3 2 講義 2 2 ○ ◎

社 会 的 養 護 Ⅱ S107 4 1 ● 1 演習 2 2 ○ ◎

保 育 実 習 指 導 Ⅰ S401 1・4 2 2 演習 4 4 ○ ◎

保 育 実 習 指 導 Ⅱ S402 1・4 1 1 演習 1 1 ○

保 育 実 習 指 導 Ⅲ S403 1・2 1 1 演習 1 1 ○

保 育 実 習 Ⅰ S404
1・2
3・4 3 4 実習 12 6 6 ○ ◎

保 育 実 習 Ⅱ S405 1・2
3・4 3 2 実習 6 6 ○

保 育 実 習 Ⅲ S406 2・4 3 2 実習 6 6 ○

子 ど も の 保 健 S206 2・4 1 2 講義 2 2 ◎ ◎

子 ど も の 食 と 栄 養 S207 1 1 2 演習 2 2 ○ ◎

子 ど も の 健 康 と 安 全 S208 2・4 1 1 演習 2 2 ◎ ◎

乳 児 保 育 Ⅰ S209 1 1 2 講義 2 2 ○ ◎

乳 児 保 育 Ⅱ S210 1 1 1 演習 2 2 ○ ◎
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前期 後期 前期 後期

特 別 支 援 教 育 「 基 礎 」 S108 2・4 1 ● 2 演習 2 2 ○ ◎ ◎

教 育 カ ウ ン セ リ ン グ S109 1・2 1 2 講義 2 2 ○ ◎

教 育 原 理 S110 1・4 1 2 講義 2 2 ◎ ◎ ◎ ◎

保 育 者 ・ 教 師 論 S111
1・2
3・4

1・3 2 講義 2 2 ○ ◎ ◎

幼 児 理 解 の 理 論 S112 1・2・3 1 2 講義 2 2 ○ ◎ ◎

保 育 内 容 総 論 S211 1・3 2 2 演習 2 2 ○ ◎ ◎

教 育 心 理 学 S113 4 1 1 演習 2 2 ◎ ◎ ◎

教 育 財 政 学 S114 1・4 1 1 講義 1 1 ○ ◎

教 育 課 程 論 S115 1 2 2 講義 2 2 ○ ◎ ◎

保 育 内 容 研 究 Ⅰ
（ 人 間 関 係 ）

S310 1・4 1 2 演習 2 2 ◎ ◎ ◎

保 育 内 容 研 究 Ⅱ
（ 言 葉 ）

S311 1・2 1・2 2 演習 2 2 ◎ ◎ ◎

保 育 内 容 研 究 Ⅲ
（ 環 境 ）

S312 1・3 2 2 演習 2 2 ◎ ◎ ◎

保 育 内 容 研 究 Ⅳ
（ 健 康 ）

S313
1・2
3・4

2 2 演習 2 2 ◎ ◎ ◎

保 育 内 容 研 究 Ⅴ
（ 表 現 ）

S314 1・3・4 2 2 演習 2 2 ◎ ◎ ◎

保 育 内 容 指 導 Ⅰ
（ 健 康 ）

S315
1・2
3・4

2 2 演習 2 2 ○ ◎ ◎

保 育 内 容 指 導 Ⅲ
（ 環 境 ）

S317 1・3 2 2 演習 2 2 ○ ◎ ◎

教 育 方 法 論 S116 1・4 1 2 講義 2 2 ○ ◎

教 育 実 習 事 前 事 後 指 導 S407 1・4 1 1 演習 2 1 1 ○ ◎

教 育 実 習 S408
1・2
3・4

3 3 実習 9 9 ○ ◎

こども園・幼稚園体験活動 S409 1・2・3 1 1 実習 3 3 ○ ◎

保 育 ・ 教 職 実 践 演 習
（ 幼 稚 園 ）

S410
1・2
3・4

1・2・3 ● 2 演習 2 2 ○ ◎ ◎

ピ ア ノ 表 現 法 Ⅰ S318 3 2 1 演習 2 1 1 ○

ピ ア ノ 表 現 法 Ⅱ S319 3 2 1 演習 2 1 1 ○
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◎印は卒業及び、幼免・保育士の必修科目です。
卒業するためには、その他に△印の中から12 単位以上、○印の中から23 単位以上履修すること。保育士の資格を取得する学生は、○
印の中から選択必修。

※実習履修について
―教育実習（幼稚園本実習）－
教育実習（本実習）は、実習前において開講している学則必修科目および幼稚園教諭二種免許状取得科目に関して未修得がある
場合、または修得見込みが立たない場合は教育実習（本実習）を履修することはできない。

実習中止および実習成績「不可」、再実習、実習延長等については、「実習中止・再実習等に関する学科規程」に別途定める。

―保育実習（保育園・施設）－
実習前において開講されている学則必修科目、および保育士資格取得科目に関して未修得がある場合、または修得の見込みが立
たない場合、保育実習を履修することはできない。

実習中止および実習成績「不可」、再実習、実習延長等については、「実習中止・再実習等に関する学科規程」に別途定める。

保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの実習期間、時間数については、各々概ね10 日間80 時間以上とする。

保 育 内 容 指 導 Ⅱ
（人間関係・言葉・表現）

◎2 ○ ◎



前
期

後
期

前
期

後
期

こ ど も の 造 形 と 遊 び S501
1・2
3・4

2 1 演習 2 2

こ ど も の 音 楽 と 遊 び S502 1・2・3 2 1 演習 2 2

こ ど も の 健 康 と 遊 び S503
1・2
3・4

2 1 演習 2 2

地 域 福 祉 論 S604 4 3 2 講義 2 2

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 論 S602 4 3 2 講義 2 2

福祉住環境コーディネイターⅠ S603 4 3 1 演習 2 2

教 育 カ ウ ン セ リ ン グ 心 理 学 S701 1・2 1 1 演習 2 2

セ ラ ピ ー 概 論 S702 1・2 1 2 講義 2 2

保 育 心 理 演 習 S703 1・2 1 1 演習 2 2

前
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幼 児 総 合 研 究 F101 2・3 2 2 演習 2 集中

国 際 保 育 理 解 F102 4 2・3 1 演習 3 集中 集中

ウ イ ン タ ー ス ポ ー ツ F103 1 3 1 演習 4 集中
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